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【開会】 開会挨拶、委員紹介、事務局職員紹介 

【地域教育力担当部長挨拶】 

【会長挨拶】 

 

【議題】  

【郷土資料館事業報告①令和3年度事業結果報告、②令和４年度事業経過報告】 

郷土資料館長から資料に基づき報告  

 

【質疑】 

○住民代表委員（別府委員） 

 （古民家の屋根に関して）茅葺き屋根は毎日囲炉裏でいぶすと長持ちするので、

土日とか祝日だけでも観光ボランティアの力を借りてやったらどうでしょう。 

 （学芸員の多忙について）企画展のほかにもミニ企画展やコレクション展等、い

ろいろな館外展示や年中行事、文化講座等非常にイベントが多いので、これを4人

の学芸員で実施するには、多少無理があるのではないかと思います。働き方改革

が叫ばれておりますので、もう少し余裕を持って仕事をしていかないと、質の良

い仕事が望めないのではないかと思っております。 

それと学芸員1人が、長期にわたり休職になると他の学芸員3人でカバーするのは

非常に無理があるので、アルバイトなどを入れ補助的に仕事を分担していかれれ

ばいいと思っています。 

 

○生涯学習課長 

 （欠員について）人事担当に状況を報告しており、将来的には人員増要求をした

いというような話をしています。また産育休の期間については、代替の職員を採

用するよう人事と調整をしているところです。 

 

○郷土資料館長 

 （燻蒸について）古民家の囲炉裏を焚くということですが、館では燻蒸と呼んで

いますが、受付の委託業務の中に入れてあり、委託職員が週に1度程度火を入れて

屋根の保全に努めているところです。来年度もその仕様が入っていますので、そ

のためにボランティアを入れるにしても、仕切りを考えないといけないっていう

部分があります。それともう一つは焚くための薪ですが、今お金をかけないよう

調達をしていますが、これをどう調達するか苦慮しています。毎日のように焚く

方が、屋根の保全としてはいいのですが、いろいろな手法があると思うので、検

討させていただければと思います。 

（学芸員の欠員）来年度につきましては5月の中旬から1名産休そのあと育休に入

ることがほぼ決まっておりますので、来年度の運営についてはその中でどうやっ

て事業をこなしていくかが大きな課題になります。このことにつきましては次の

議題でまた議論していただければありがたいと思います。 

 

○会長（森田委員） 

 業務量につきましては、大変だと承知していますが、考えられることとして

は、この資料館でしかできないことは何なのか、自分たちが中心になってやらな

きゃいけないことなのかそれとも他の部署にやってもらってそれをサポートする

方に回るのか見直すのも必要なのではないか、その辺のところが一つポイントで
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はないかと思います。 

 

【議題】 

【③令和5年度の事業計画】 

郷土資料館長から資料に基づき報告 

 

 〇郷土資料館長  

先ほどからもお話にありましたように、令和5年度については、5月の中旬から1

名学芸員が産休となるので、学芸員3名プラス臨時の方が1名の体制になると思っ

ています。2階の展示室において年度内、4回の展示については維持をしようと思

っていますが、4回のうち「（3）板橋区史跡公園」の展示につきましては来年度

については本課の文化財係学芸員による展示とすることを計画しています。 

「（6）のミニ企画展」は、2階の階段に近い1階の展示ケース2個分を使用し、来

館者が1階だけ見て帰ってしまうってことがないよう2階へ誘導するような内容を

展示するコーナーとして、展示リニューアル後に始めましたが、現在は1階だけ見

て帰ってしまう人はほとんどいない状況になってきました。そのため、内容を変

えてもいいのではないか、と考えており、現在過渡期を迎えているところです。

令和2年度のリニューアル以降、学芸員が2階の展示に加えて、ミニ企画展を1回と

コレクション展1回を企画すると仕事量が大分増えてしまい、この部分を少し改善

できないかっていうところです。来年度につきましては、実験的に、館蔵の浮世

絵展をメインに中身を２、３か月ごとに入れ替えていき、新たに別の企画を考え

る部分の負担軽減を図って参りたいと思います。 

令和5年度につきましては学芸員の人員体制がかなり厳しくなると思いますので

その中でどうこなしていくかが大きな課題と考えています。 

 

各展示企画案について各担当の学芸員から説明 

 

【質疑】 

〇副会長（中野委員） 

  令和3年、4年の事業報告の中に、大学の出張授業がありますが、令和5年の事業

計画にはそれが出てきておりません。出張授業の位置付けというのはどのように

されていますか。 

 

○郷土資料館長 

 こちらで計画するというより、個別に依頼されて対応しているので、結果での

み出てくる形になります。 

 

○副会長（中野委員） 

 担当者として出張授業の感触はどうでしたか。 

 

○担当学芸員 

 オンライン授業でも、郷土資料館を初めて知った、大変勉強になった、という

ような感想をもらい、感触としては、大変好評でした。直接来ていただいた大学

の学生も真面目に話しを聞いて、板橋の歴史についても細かく質問していただ

き、キャッチボールができたので、よい感触でした。 
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○副会長（中野委員） 

  國學院大學のオンライン授業はZoomですか。 

 

〇担当学芸員 

ズーム越しで動画を撮影したものを授業で流したので、リアルタイムではなか

ったです。 

 

〇副会長（中野委員） 

オンラインの活動は今後増えていくと思う。大学も授業や会議でZoomが活用さ

れています。そういう状況にあるので、郷土資料館も全くオンラインを使わない

ということは今後ないだろうと思います。ある程度のコンセプトで中身を作って

しまえば、例えば、Zoomを活用して負担を増やさず情報発信や情報交換ができ

る。学芸員も遠くまで行かなくても、機材さえ整っていれば、いくらでも遠方と

つながることができるのではないか思った次第です。 

 

○住民代表委員（別府委員） 

  板橋区はその辺の環境が整っていないのが実情であって、大学ほどには、うま

くいかない。区のほうで整備していただいて、オンラインで発信できる体制を整

えていただけたらいいのではないかと思っています。 

 

○学校教育関係者委員（中村委員） 

 教育長も郷土を語れる生徒をつくれといつもおっしゃられるが、まだ板橋歴が

浅いと自校では難しい。ここまで来なくても地域のことなど語ってもらえるな

ら、いいなと思います。 

 

○会長（森田委員） 

 委員から出されている要望をすべて博物館の中でやるということではなく、場

合によったら、教育委員会や他の部門で、ということもあると思うので、調整し

て少しずつできるところからやっていただけたらと思います。 

 

○学識経験者委員（小倉委員） 

ネットワークの基盤整備は非常に重要だと考えています。コロナ禍のような状

況下においては博物館に来館できない人たちをオンラインでどのようにつなぐか

が課題となります。区内の小中学校との関係や、区域を越えた大学等外部組織と

の関係も、基盤となるネットワークをより整備してオンライン環境における双方

向性を確保することが求められます。区全体としてこうした環境をどのように構

築していくかが重要であると感じた次第です。 

 

○住民代表委員（別府委員） 

  （収蔵品展について）一般的にお茶というと、抹茶になるのですが、なぜ豊田

家が、抹茶でなく煎茶であったのか。煎茶だけでもし寂しければ、抹茶の方に

も、普通の抹茶のほかにもいろんな流派というか、いろいろあるのでそういった

ものもあわせて紹介できたら、幅が広がるという感じが、個人的にはしておりま

した。古民家にはかまどがあるので、お湯を沸かして、煎茶、しかも地元のお茶
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があれば、面白いかなということを感じました。 

（板橋区史跡公園整備準備展覧会シリーズについて）印刷工業との繋がりって

いう形でやられるふうに案が出ておりますけども、実は川越街道の沿線には軍の

設備が多く存在したので、これら過去のものが平和な施設に変換されていること

を紹介できる機会があればと個人的には感じました。 

（特別展について）丸吉講は練馬宿の浅間神社の講ではないかと、この辺も含

めて紹介すると、面白いかなと思います。和光市白子の熊野神社にも、武蔵富士

があり、神社隣の滝不動には富士山の溶岩で作った洞窟めぐりができるのであわ

せて紹介できると面白いかなと思っております。また、児童文学の大石真氏の小

説にも登場します。 

（梅まつりの鷹匠の実演について）ここのところコロナや鷹匠さんの都合など 

で実施できない状態ですが、かつて徳丸原は紀伊藩の鷹狩地だったということで

続けていただきたいと思っております。 

 

○担当学芸員 

  （収蔵品展について）豊田家からは、抹茶道具も一部伝わってはいますが、煎

茶道具の数が多く伝わっています。豊田喜平治は、幕末から明治28年ごろの煎茶

趣味を持っていた人物です。その間、煎茶によるネットワークにより様々な人と

交流していることがわかります。例えば高島秋帆の扁額です。一応展示自体は、

過去に小西元館長が煎茶道具の展示をやっているのを参考にしていろいろ調べて

います。  

煎茶は、大名に庇護された抹茶に対して、文人や知識人に親しまれていまし

た。豊田喜平治が名主となった明治初期は、名主制度の解体もあり、歴史的転換

期ではありましたが、なぜ抹茶ではなく煎茶に傾倒していったのかは、先行研究

でもあまり触れられてはいません。今回の展示で、少しでも煎茶趣味の理由を紐

解くことができればと思っています。 

地元のお茶に関しては、紅梅公園の横で今も茶葉を育てており、近くの小学校

では茶摘みの体験など行っています。それ以外に関しては、地元のお茶屋さんに

伺ってみましたが、農家が自身の生活で利用する分を自身の畑育てているだけ

で、売り物としては聞いたことが無いと伺っています。当館の収蔵資料に「徳丸

茶」のパッケージされたお茶がありますので、小さく紹介する予定です。 

今回の煎茶展では、収蔵資料の展示だけでなく、茶葉を瓶詰して香りを嗅ぐこ

とのできるコーナーも設ける予定です。 

 

○担当学芸員 

 （特別展について）丸吉講は、おっしゃった通り練馬区にも存在し、板橋区内

ですと成増や赤塚といった埼玉県に隣接の地域でも結成されておりました。和光

市白子の熊野神社についてもご教示いただきありがとうございます。板橋区近郊

の富士講にも視野を広げて取り組みたいと思います。 

 

○会長（森田委員） 

 収蔵品展「煎茶にしませんちゃ？」はいいタイトルですね。多くの区民の皆さ

んが足を運びたくなるような楽しいタイトルを考えていただけたらと思います。 

 

○住民代表委員（目黒委員） 
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 板橋区の掲示板を利用し、ポスター等を掲示して、大勢の人に来ていただくよ

うな計画もお願いします。 

 

○郷土資料館長 

 町会の掲示板は貼れる枚数に限度があり、貼れるポスターは全庁的に毎年抽選

で決めています。みな当たればいいが実際落選することもあります。 

 

○会長（森田委員） 

   学芸員が、自分はこういう企画展に取り組んでいる、という経過などを例え

ばブログにあげていくようなことで、展示を盛り上げていくという戦略もある

ではないでしょうか。 

どうやったらここの展覧会を盛り上げていけるかをお考えいただきたいと思

います。 

 

○副会長（中野委員） 

 （ポスターなど）PDFでデータをもらうというのはどうでしょう。町のどなたか 

中心になる方に、データを渡して周知してもらう方法はいかがでしょう。そう

すれば、抽選にもれても町でプリントアウトして住民に見せることができ、ス

マホを使いなれない高齢者でも博物館の情報を知ることができるのではないで

しょうか。 

   スマホに慣れた世代は紙の媒体ではなく、自分のスマホ上だとかパソコン上

で見るのが圧倒的で多分これからそういう世代になっていくと思います。費用

もかからないので、オンライン上のもの、ウェブ上のものをもっと活用しても

いいかなと思います。 

 

○郷土資料館長 

 館でもツイッターのアカウントを持っていて、活用しています。 

 

○担当学芸員 

 最初はフォロワーが伸びなかったが、今年度の特別展の時には大きく伸びまし

た。ほとんどの来館者がツイッター見てきた状況でした。学生や20代30代は基本

的にスマホを使って情報収集するのが当たり前になってきています。 

 

○学校教育関係者委員（和田委員） 

 郷土資料館は、小学３年生の「区や市の遷り変り」（この100年くらいの人口・

交通・生活の道具・土地利用の4つの観点から調べていく）の学習で多く活用して

います。実物の古民家や昔の道具を見て子供たちが非常に関心を持っているとこ

ろです。こういう施設を知ってくれれば、中学になっても社会人になっても関心

が繋がっていくかと思います。が、そうするとやはり展示が3年生の子供にとって

は非常に難しい。子供たちが読んでも、なかなか意味がとらえられない、読めな

いというものがあるので、そのあたりをさらに工夫していただけるといいと思い

ます。 

 

○会長（森田委員） 

 本日の議論をまとめておきましょう。まず、第一に、利用者の要望をすべて展
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示室の中でだけで解決しようと思わないこと。いろいろな情報発信の仕方があり

ますから。第二に、身近な地域のことを学び始めたお子さん方がわかるような工

夫が必要であること。そして、第三に博物館は物から離れてはいけないというこ

と。実は、これが一番大事な事なのです。ＳＮＳの話がありましたが、どのよう

な情報発信を行っていくにせよ、出発点となるのは、博物館資料です。博物館の

コレクションをいかに後世に伝えていくべきか、これを考えていかないと文化財

の活用もできません。ものを軽視してはいけないのです。その上で地域博物館が

求められている機能、学校教育では体験できない博物館ならではの教育というこ

とを考えていただきたい。これは避けて通れないという課題だと思います。 

 

〇生涯学習課長 

 本日は貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

 本日いただいたご意見は郷土資料館のより良い運営に活かしていきたいと思い

ます。今後ともよろしくお願いします。 

 

【閉会】 

 



 

令和４年度 

板橋区立郷土資料館 

運営協議会 資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 ８ 日 (水 ) 

板橋区立郷土資料館 
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令和３年度 事 業 結 果 

 

１ 展示事業 
（１）常設展示 

     令和３年 4 月１日（水）～ 令和４年３月 31日（木） 

※ただし、4月 27日（火）～５月３０日（日）新型コロナウィルス

感染拡大予防のため、臨時休館 

     観覧者数 ２２，７１９人【276 日間】 

（２）連携協定記念展「渋沢栄一×高島秋帆」 

展示期間 令和３年 4月 2４日（土）～ 6月 20日（日） 

※ただし、4月 27日（火）～５月３０日（日）新型コロナウ

ィルス感染拡大予防のため、臨時休館 

展示会場  ２階企画・特別展示室 

観覧者数 2,062 人【20日間】 

関連事業 手ぬぐいの藍染め体験 

6 月 6日（日） 参加者数 ８組 19人 

（３）収蔵品展「板橋のねがい・いのり・くらし―民間信仰と民具・絵馬―」 

  展示期間 令和３年７月 10日（土）～９月２０日（月祝） 

展示会場  ２階企画・特別展示室 

観覧者数 3,429 人【63日間】 

（４）企画展「再発見！いたばしの遺跡―いたばしの弥生時代・古墳時代―」 

展示期間 令和３年 10月 9日（土）～12 月 19日（日） 

展示会場  ２階企画・特別展示室 

観覧者数 4,769 人【62日間】 

       関連事業 勾玉づくり体験 

            夏休みと同様に実施。材料代 100円 386 個販売。 

          土器の模様を作ってみよう 参加者 342人 

      会場内に常時開設。縄、半裁竹、貝などにより、紙粘土に模 

      様をつけ持ち帰ることができる。 

     ワークシート「ワクワク！たんけんシート」 

      受付で全 6問のワークシートを配付し、全問正解者には「前 

      野町式土器スタンプ」を記念に押す。 

         ガラス玉づくり講座 

          実 施 日 令和 3年 11月 21 日（土） 

          会  場 2階講義室及び古民家 

          講  師 大田区立郷土博物館学芸員 斎藤あや 

実施状況 参加者数・5組 15人 

（５）特別展「江戸と金沢を結ぶ“板橋”―中山道板橋宿を訪れた大名たち―」 

展示期間 令和 4年 1月 22日（土）～3 月 21日（月祝） 

展示会場  ２階企画・特別展示室 

観覧者数 7,481 人【51日間】 

関連事業 江戸手描友禅体験 

          実 施 日 令和４年２月５日（土）・19日（土）・3 月 6日

（日） 

          会  場 2階講義室 

          講  師 板橋区登録無形文化財技術保持者 寺澤森秋 

実施状況 参加者数・28組 31人 
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参 加 費 2,700円 

   記念クイズラリー 参加者 167人 

（６）ミニ企画展 

①「鉄砲の変遷」 

 展示期間 令和３年４月１日（水）～ ７月４日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 

   ②「おうち時間 むかしのくらしと道具―女性の 楽しみ 身だしなみ―」 

展示期間 令和３年 7月 6日（火）～10 月 3日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 

③「知られざる いたばしの古墳」 

展示期間 令和 3年 10月 5日（火）～令和 4年 1月 16 日（日） 

④「江戸手描友禅 寺澤森秋―優美な染と技―」 

展示期間 令和 4年 1月 18日（火）～4 月 3日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 

 （７）コレクション展 

①「樺太アイヌ―人類学者、樺太へ渡る―」 

展示期間 令和２年 1２月１日（火）～令和 3年 4月 25 日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 

②「いたばしの古文書―村の事件簿編―」 

展示期間 令和 3年６月１日（火）～8月 1日（日） 

※4月 27日（火）開始予定であったが、4 月 27日（火）

～５月３０日（日）新型コロナウィルス感染拡大予防のた

め、臨時休館したことに伴い、展示開始を延期した。 

展示会場 1 階常設展示室 

③「戦に臨む―甲冑の歴史と武装から見る戦―」 

展示期間 令和 3年 8月 3日（火）～10 月 17日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 
④東京家政大学 140周年記念展示 

「板橋に残る裁縫雛形―女性の自立を支えた女子教育―」 

 展示期間 令和３年 10月 19日（火）～令和 4年 1月 30 日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 

⑤板橋区立郷土資料館日本画コレクション「花鳥風月ワンダーランド」 

展示期間 令和 4年 2月 1日（火）～５月８日（日） 

展示会場 1 階常設展示室 

     関連事業 「はじめての、かけじく」 

           実施日時 令和４年２月 11日（金・祝）・23 日（水・祝）・ 

               3月 20日（日）・13時 30分～14 時 30分 

              今後、4/16（土）・24（日）も実施予定 

                   実施状況 参加者 9組 16人 

          参 加 費 無料 

             

 

2  館外展示教育普及事業 
（１）板橋の平和展「パネル展」 

   ①中央図書館（令和 3年 4月 13日（火）～17日（土）） 

②区役所本庁舎（令和 3年 11月 9 日（火）～15日（月）） 

③赤塚支所（令和 3年 11月 17日（水）～24日（水）） 

④教育科学館（令和４年 3月８日（火）～1３日（日）） 
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  ※会場の都合で、イオン板橋での開催予定を変更した。 

（２）いたばし観光センター展示品展示替え 

     令和 3年 6月 17日（木） 

（３）区民まつり「武者行列」         

令和 3年 10月 17日（日）【中止】 

（４）農業まつり「武者行列・郷土資料収蔵資料展示」         

令和 3年 11 月 13日（土）・14 日（日）【中止】 

（５）赤塚梅まつり「武者行列・古武道演武・鎧着付け体験等」 

      令和 4年 3 月 5日（土）・6日（日）【中止】 

 （６）中央図書館展示事業【新規事業】 

    ①端午の節句 令和 3年 4月 17 日（土）～５月１２日（水） 

     実施内容 五月人形の展示 

    ②桃の節句（ヒナマツリ）令和４年２月 25日（金）～3 月 9日（水） 

     実施内容  雛人形の展示 

 

 

３ 古民家年中行事 
（１）端午の節句 

実 施 日 令和３年４月２４日（土）～２５日（日） 

     ※５月 9日（日）までの予定であったが、4月 27日（火） 

～５月３０日（日）新型コロナウィルス感染拡大予防のため、

臨時休館したことに伴い、期間短縮した。 

会  場  古民家、中庭 

実施内容 一般公開、鯉のぼり・五月人形の展示 

（２）七夕まつり 

実 施 日 令和 3年 7月 3日（土）～11 日（日） 

会  場  古民家、中庭、1階ホール 

実施内容 一般公開、七夕飾りの展示、来館者による短冊作成 

（３）お月見 

実 施 日 令和 3年 9月 18日（土）～26日（日） 

会  場  古民家 

実施内容 一般公開、徳丸・赤塚地区のお月見飾りの展示 

（４）マユダマ飾り 

実 施 日 令和 4年 1月 8日（土）～16 日（日） 

会  場 古民家、１階ホール 

実施内容 一般公開、マユダマ飾りの展示 

（５）桃の節句（ヒナマツリ） 

実 施 日 令和４年２月 19日（土）～4月 3日（日） 

会  場  古民家 

実施内容 一般公開、雛人形の展示 

 

 

４  郷土資料館講座 
（１）文化講座  

①「夏休み子ども教室」 

ア 「親子で燃やせ！火おこし体験」 

（講師・中村副館長） 
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実 施 日 令和３年７月 28日（水）・31日（土） 

9時 45分～10時 45分、11時 30分～12時 30分 

会  場  古民家 

実施状況 参加者数・親子 14組 41人 

イ 「親子で草木染め」 

（講師・四戸学芸員） 

実 施 日 令和３年 8月 21日（土）13 時 30分～15 時 30 分 

会  場  ２階講義室 

実施状況 参加者数・親子３組７人 

材 料 代 手ぬぐい１枚 250円 

ウ 「親子でつくろう！ピンホールカメラ」 

（講師・細樅学芸員） 

実 施 日 令和３年 8月 7日（土）・8日（日） 

      13時 30分～15 時 30分 

会  場  ２階講義室 

実施状況 参加者数・親子 11組 26人 

材 料 代 100円 

エ 「さわって学ぼう！本物の鎧・刀-武者行列鎧の着付け体験も-」 

（講師・河野学芸員） 

実 施 日 令和３年 7月 30日（金）・8 月 1日（日） 

      10時 00分～11 時 30分 

会  場  ２階講義室 

実施状況 参加者数・親子 16組 41人 

参 加 料 200円 

②「古文書講座・中級４日間」 

実 施 日 令和 4年 2月 12日（土）・26 日（土）・3 月 12 日（土）・

19日（土） 

会  場  ２階講義室 

講  師 駒澤大学文学部教授 中野達哉 

定  員 33人 

      受 講 料 4,200 円 
 

 

5  その他の事業 
（１）鎧着付け体験 

実施予定日 5月 5 日（祝）【中止】 

     ※新型コロナウィルスの影響で、中止としたが、代替えとして、

１階ホールにて、鎧を着つけた人形と写真撮影できる、「こど

もの日フォトスポット」を設置した。設置期間は、４月２４日

（土）～２５日（日）（古民家年中行事の端午の節句と同様に

５月 9日（日）までの予定であったが、4月 27日（火）～

５月３０日（日）新型コロナウィルス感染拡大予防のため、臨

時休館のため、期間短縮した。）。 

（２）勾玉つくり体験 

実 施 日 令和 3年 7月 21 日（水）～8月 31日（火） 

会  場 2 階講義室前フロアー 

実施状況 体験者数・382人 

（３）夏休み自由研究相談 
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    （アドバイザー・学芸員） 

実 施 日 令和 3年 7月 21 日（水）～8月 31日（火） 

会  場 １階ロビー他 

実施状況 相談者数・27人 

（４）館内クイズラリー 

実 施 日 令和 3年 7月 21 日（木）～3月 31日（火） 

    実施状況 全問正解者 156人 

（５）自主研究支援 

  実施状況 相談件数・20１件、特別研究・6件 

（６）収蔵資料貸出事業 

    実施状況 収蔵資料貸出件数  ７件 

         映像使用許可件数 45 件 

（７）博物館実習生受入事業（7 月・10 月） 

      ①第 1期 令和 3年 7月 2日（金）～8月 2日（月）のうちの 7日間 

実習生 9人 

②第 2期  令和 3年 10月 4日（月）～11月 16日（火）のうちの 7日間 

実習生 10人 

（８）出張授業 

   ①志村学園（中村副館長） 

実施日 ５月１４日（金） 

ただし、第１学年と第２学年 ６０分×２回実施。 

    会 場 都立志村学園 

    対象者 第１学年 ８０人、第２学年 ８０人 

内 容 いたばしの成り立ち＆志村の歴史 

   ②淑徳大学（河野学芸員） 

    実施日 ５月１７日（月） 

    会 場 淑徳大学 

    対象者 ２年生 ６０人 

    内 容 学生が作った歴史調査「板橋フィールドワーク計画」に関するアド

バイス 

   ③東京家政大学（細樅学芸員） 

    実施日 ９月２１日（火） 

    会 場 2 階講義室からのリモート講義 

    対象者 児童学科育児支援専攻１年生３クラス８８名 

        ６０分×３回 

    内 容 講義「今と昔の児童文化財」 

   ④大東文化大学（細樅学芸員） 

    実施日 １１月１７日（水） 

    会 場 大東文化大学東松山キャンパス 

    対象者 講義「博物館展示論」受講者６９名 

    内 容 講義「博物館展示論」で板橋区内の博物館施設の紹介 

   ⑤國學院大學（細樅学芸員） 

    実施日 １１月２６日（金）（オンライン授業） 

    対象者 講義「博物館教育論」受講者１５０名 

    内 容 板橋区立郷土資料館の教育普及について（地域博物館の事例） 

（９）職場体験学習受入事業 

実施状況  受入数・1校、3人 志村第四中学校（3日間） 

（10）区内小中学校団体見学受入事業 
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実施状況 受入数・１６校 1団体、のべ 1,349人 
         ６月８日（火）高島一小 ６学年 ７０人（特別支援学級含む） 

（Zoom による社会科見学 連携協定記念展「渋沢栄一×高島秋

帆」を副校長がタブレットで撮影、学芸員が解説し、児童から

の質問に回答した。） 

６月１６日（水）高島一小 ６学年 ７１人 引率者５人 

１０月１２日（火）志村四小 ３学年 １２２人 引率者５人 

１１月４日（木）蓮根二小 ３学年 ８８人 引率者５人 

１１月２４日（水）志村一小 ３学年 ６０人 引率者４人 

１２月１７日（金）志村二小 ４学年 ８５人 引率者４人 

１月１９日（水）舟渡小  ３学年 ８５人 引率者１３人 

２月２日（水）・４日（金）成丘小 

              ３学年１１２人 引率者１０人 

２月１５日（火）志村五小 ３学年 ５８人 引率者１３人 

２月１６日（水）赤塚新町小 ３学年 ３０人 引率者４人 

２月１７日（木）高島五小 ３学年 ２６人 引率者２人 

３月１日（火）・４日（金）・８日（火）三園小 

             ３学年 ７６人 引率者６人 

３月２日（水）高島二小  ３学年 ６３人 引率者６人 

３月９日（水）紅梅小   ３学年１１９人 引率者５人 

３月１０日（木）新河岸小 ３学年 ２７人 引率者３人 

３月１１日（金）向原小  ３学年 ４１人 引率者４人 

３月２３日（水）成増小  ３学年１０２人 引率者１１人 

8 月 18日（水）板橋区立中学校教育研究会社会科部会 

        教員 14 名 

（11）他課連携事業 

①再発見！赤塚地域の魅力スタンプラリー」 

開催期間 第 1回 9月【中止】 

第 2回 令和 4年 2 月 2日（水）～3月 31 日（木） 

実施内容 郷土資料館、区立美術館、赤塚植物園、郷土芸能伝承館の 4 

施設すべてのスタンプを集めた場合、4施設のいずれかの施設

において、記念品を贈る。 

       記念品配布数 郷土資料館   １９６ 

            区立美術館   １６３ 

            赤塚植物園   １８１ 

            郷土芸能伝承館 １２９ 

    ②ぐるっと板橋スタンプラリー 

     （くらしと観光課依頼事業） 

開催期間 令和 3年 10月 25日（月）～3月 21日（月） 

実施内容 スマートフォンで、観光アプリ「ITA マニア」によるスタンプ 

ラリーのスタンプ（QRコード）設置施設（区内 16か所）と 

して協力。 

（12）図録等頒布事業（通年実施） 

     延べ冊数 1,147件 

     売上金額 792,450円 
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（13）東京都文化財ウィーク（東京 9区文化財古民家巡り）関連事業 

    古民家解説会 

      実 施 日 １１月６日（土） 

      会   場 古民家 

       実施状況  参加者数 ９人 
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令和４年度 事 業 経 過 

 

１ 展示事業 
（１）常設展示 

     令和４年 4月１日（金）～ 令和５年３月 31日（金） 

         観覧者数 18,345人【２７５日間】【令和４年 12月末現在】 

 （２）区制施行 90周年記念展「板橋区の成り立ちとあゆみ」 

      展示期間 令和４年４月２３日（土）～６月１９日（日） 

     展示会場 ２階企画・特別展示室 

観覧者数 4,023人【5０日間】 

     関連事業 クイズラリー 参加者数・123人 

          「資料館にりんりんちゃんがやってくる！」 

          実 施 日 令和４年 5月 28日（土）、6月 4日（土）、11 

               日（土） 

          会  場 1階ホール 

          実施状況 参加者数・173人 

（３）第 20回伝統工芸展 

   「染と織―真田紐・江戸小紋・江戸手描友禅―」 

    展示期間 令和 4年 7月９日（土）～９月１９日（月祝） 

     展示会場 ２階企画・特別展示室 

         観覧者数 3,549人【63日間】 

     関連事業  江戸小紋の型付けトートバッグづくり 

            実 施 日 令和４年７月２３日（土）  

           会  場 ２階講義室 

           講  師 板橋区登録無形文化財技術染小紋保持者 

                小林 福司 

             参 加 費 1,100円 

           実施状況 １０時～１２時 参加者 親子６組１０人  

                １４時３０分～１６時３０分  参加者１１人 

          友禅の彩色バンダナづくり 

           実 施 日 令和４年８月６日（土）・７日（日）・９月３日（土）・    

                ４日（日）各 1 日制 

           会  場 ２階講義室 

           講  師 板橋区登録無形文化財手描友禅技術保持者 

                寺澤 森秋 

           参 加 費 3,000円 

           実施状況 ８月６日（土） 参加者  １２人 

                ８月７日（日） 参加者 １２人 

                ９月３日（土） 参加者 １２人 

                ９月４日（日） 参加者 １１人 

（４）開館 50 周年記念特別展 

   「接収刀剣 －板橋に集いし赤羽刀―」 

    展示期間 令和４年 10月 8日（土）～12月 11日（日） 

    展示会場 ２階企画・特別展示室 

     関連事業 日本刀をさわってみよう 

           実施日 令和４年１０月２９日（土） 

           会 場 ２階講義室 
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           講 師 都留市博物館「ミュージアム都留」服部浩平氏 

           参加費 無料 

           参加者 １７人 

          はじめての刀装具ー後藤家の名品に学ぶー 

           実施日 令和４年１２月３日（土） 

           会 場 ２階講義室 

           講 師 都留市博物館「ミュージアム都留」服部浩平氏 

           参加費 無料 

           参加者 ３１人 

（５）企画展 

   「旧粕谷家住宅築 300 年記念 いたばしの古民家」 

    展示期間 令和５年 1月 21日（土）～3月 19日（日） 

        展示会場 ２階企画・特別展示室 

    関連事業 いたばしの古民家－旧田中家住宅を楽しむ― 

          実施日 令和 5年 2 月 11日（祝） 

          会 場 2階講義室ほか 

          講 師 板橋区文化財保護審議会委員、日本工業大学名誉教 

              授 波多野純氏 

          参加費 無料 

（６）ミニ企画展 

①「高島平誕生秘話」 

  展示期間 令和４年 4月 5日（火）～7月 3日（日） 

展示会場 1階常設展示室 

   ②「コロナを記録する」 

         展示期間 令和４年 7月 5日（火）～10月 2日（日） 

展示会場 1階常設展示室 

③「“やきもの”の歴史」 

    展示期間 令和 4年 10月 4日（火）～令和 5年 1月 15 日（日） 

展示会場 1階常設展示室 

④「いたばし STYLE ―板橋宿を訪れた旅人編―」 

展示期間 令和 5年 1月 17日（火）～4 月 2日（日）    

展示会場 1階常設展示室 

 （７）コレクション展 

①「花鳥風月ワンダーランド」 

展示期間 令和 4年 2月 1日（火）～5 月 8日（日） 

展示会場 1階常設展示室 

         関連事業 「はじめての、かけじく」 

 

          実 施 日 令和４年４月１６日（土）・２４日（日） 

          参 加 者 ７人 

           参 加 費 無料 

   ②「クイズ！くずし字、読んでみよう －頼朝・和宮編－」 

     展示期間 令和４年 5月 10日（火）～令和４年 7月 31日（日） 

   ③「木綿と藍―いたばし農家の装い―」 

         展示期間 令和 4年 8月 2日（火）～10月 23日（日） 

展示会場 1階常設展示室 

     ④「徳丸の人類学者、樺太へ調査せり」 

     展示期間 令和 4年 10月 25日（火）～令和 5年 1 月 29日（日） 
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展示会場 1階常設展示室 

   ⑤トプコン展示室リニューアル記念展 

   「板橋と光学 番外編－東京光学の光学製品―」 

       展示期間 令和 5年 1月 31日（火）～4月 23日（日） 

展示会場 1階常設展示室 

 

2  館外展示教育普及事業 
（１）板橋の平和展「パネル展」 

   ①区役所本庁舎（令和４年 8月 15日（月）～23日（火）） 

②赤塚支所（令和４年 8月 25日（木）～9月 1日（木）） 

③教育科学館（令和５年 3月 7日（木）～14日（火）） 

（２）いたばし観光センター展示品展示替え（令和 4年 11月 24 日） 

（３）区民まつり       
     会  場 区民まつりおまつり広場（グリーンホール前道路） 

     実 施 日 令和４年１０月１６日（土） 

実施内容 武者行列 

参加者数 ２４人  

（４）農業まつり 
     会  場 赤塚体育館通り周辺 

     実 施 日 令和４年１１月１２日（土）～１３日（日） 

     実施内容 武者行列 

           １２日（土）参加者数４４人 

         赤塚地域の年中行事に関する展示 

          １２日（土）・１３日（日） 

（５）赤塚梅まつり「武者行列・鎧着付け体験等」 

      会  場 赤塚城址公園、当館中庭 

   実施予定日 令和５年３月４日（土）～５日（日） 

   実施内容 太鼓・武者行列・鉄砲隊演武 

         ４日（土） 

        鎧着付け体験 

         ５日（日） 

     

 

３ 古民家年中行事 
（１）端午の節句 

実 施 日 令和４年４月 23日（土）～5月 8日（日） 

会  場  古民家、中庭 

実施内容 一般公開、鯉のぼり・五月人形の展示 

（２）タナバタ祭り 

        実 施 日 令和 4年 7月 2日（土）～10日（日） 

会  場 古民家、中庭、1階ホール 

    実施内容 一般公開、七夕飾りの展示、来館者による短冊作成 

（３）お月見 

実 施 日 令和４年 9月 1０日（土）～18日（日） 

会  場  古民家 

    実施内容 一般公開、徳丸・赤塚地区のお月見飾りの展示 

（４）マユダマ飾り 
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    実 施 日 令和５年１月７日（土）～１５日（日） 

    会  場 古民家、１階ホール 

実施内容 一般公開、マユダマ飾りの展示 

（５）ヒナマツリ（2～4月） 

実 施 日 令和５年２月 18日（土）～4月２日（日） 

会  場  古民家 

     実施内容 一般公開、雛人形の展示 

 

４  郷土資料館講座 
（１）文化講座  

①「夏休み子ども教室」 

  ア 「親子で燃やせ！火おこし体験」 

実 施 日 令和４年７月 21日（木）・27日（水）・8月 5日（金） 

     ・17日（水） 

9時 45分～10時 45分、11時 30分～12時 30分 

会  場  古民家 

講  師 当館及び生涯学習課学芸員 

      参 加 費  無料 

   実施状況 参加者数・親子１５組３４人 

    イ 「いたばし子ども歴史大学！考古学入門」 

         実 施 日 令和４年８月１３日（土）14時～15時 45分 

      会  場 ２階講義室 

      講  師 淑徳大学 三宅俊彦教授ほか 

      参 加 費  700円 

     実施状況 参加者数・親子 8組１６人 

      ウ 「エコ泡おせんたく」 

      実 施 日 令和４年８月 14 日（日）10 時～11 時 30 分、13 時 30  

分～15時  

      会  場 ２階講義室 

           講  師 増田学芸員 

      参 加 費 無料 

      実施状況 参加者数・親子１０組２２人 

    エ 「親子でつくろう毛糸ぞうり」 

      実 施 日 令和４年８月 18 日（木）10 時～11 時 30 分、13 時 30  

分～15時 

      会  場 2階講義室 

      講  師 増田学芸員 

      参 加 費 無料 

      実施状況 参加者数・親子５組１１人 

       オ 「桜染のハンカチづくり」 

        実 施 日 令和４年８月 20日（土）13時 30分～15時 30分 

      会  場 2階講師室 

      講  師 四戸学芸員 

      材 料 代 1枚 160円（1組 2枚まで） 

      実施状況 参加者数・親子５組１５人 

     カ 「藍染の手ぬぐいづくり」 

         実 施 日 令和４年８月 25日（木）13時 30分～15時 

      会  場 2階講義室 



 

- 12 - 

 

      講  師 四戸学芸員 

      材 料 代 1枚 290円（1組 2枚まで） 

      実施状況 参加者数・親子６組１４人 

     キ 「金継ぎ体験」 

        実 施 日 令和４年８月 27 日（土）10 時～11 時 30 分、13 時 30

分～15時 

      会  場 ２階講義室 

      講  師 細樅学芸員 

      参 加 費 1,000 円 

      実施状況 参加者数・親子５組１１人、一般１１人 

②「古文書講座・初級４日間」 

   実 施 日 令和４年１１月２６日（土）・１２月４日（日）・１０日（土）・ 

        ２４日（土）１４時～１６時１０分 

      会  場 ２階講義室 

      実施内容 「区内に現存する古文書の読み方」 

      講  師 駒澤大学文学部教授 中野達哉 

      参 加 費 4,000 円 

   実施状況 参加者数２４人 

（２）兜つくり教室 

 ①孫や子に贈る兜つくり教室 

   実 施 日 令和４年４月 24日（日）・29日（祝）・５月１日（日）・３     

        日（祝）の４日制 

   会  場 ２階講義室 

   講  師 いたばし武者行列保存会 

     参 加 者 ４人 

   参 加 費 3,500円 

 ②親子兜つくり教室 

   実 施 日 令和４年７月２４日（日）・30 日（土）・31 日（日）の３日

制 

   会  場 ２階講義室 

   講  師 いたばし武者行列保存会 

     参 加 者 ３組６人 

   参 加 費 3,500円 

 

 

5  その他の事業 
（１）鎧武者と写真を撮ろう！ 

    実 施 日 令和 4年 5月 5日（祝） 

    会  場 中庭古民家前 

    実施状況 参加者 278人 

    ※鎧着付け体験は、新型コロナ対策として中止し、代替え事業として実施 

     した。 

（２）勾玉つくり体験 

実 施 日 令和４年 7月 21日（木）～8月 31日（水） 

会  場 2階講義室前フロアー 

    実施状況 体験者数・273人 

（３）夏休み自由研究相談 

   （アドバイザー・学芸員） 
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実 施 日 令和４年 7月 21日（木）～8月 31日（水） 

会  場 １階ロビー他 

    実施状況 相談者数・14人 

（４）館内クイズラリー 

実 施 日 令和４年 7月 21日（木）～8月 31日（水） 

    実施状況 全問正解者 130人 

（５）自主研究支援 【令和４年 12月末現在】 

    実施状況 相談件数・１８８件、特別研究・８件 

（６）収蔵資料貸出事業 【令和４年 12月末現在】 

    実施状況 収蔵資料貸出件数   ６件 

         映像使用許可件数 ３５件 

（７）博物館実習生受入事業 

   ①第 1期 令和４年７月６日（水）～９日（土）・13日（水）～15日（金）

の 7日間 

         実習生 6人 

       ②第 2期 令和 4年 10月５日（水）～８（土）、１４日（金）～１６日（日） 

         の７日間 

         実習生６名 

（８）出張授業等 

    ①淑徳大学（増田学芸員） 

     実施日 令和４年５月２３日（月） 

     会 場 淑徳大学 

     対象者 ２年生 ６８人 

     内 容 板橋区の歴史について、学生の調べ学習（板橋区の歴史に関する研  

          究テーマ）に対するアドバイス。 

    ②蓮根第二小学校（増田学芸員） 

     実施日 令和４年９月２８日（水） 

     会 場 蓮根第二小学校 

     対象者 ３学年 ３クラス９７人 

     内 容 学校近隣の地域の歴史、伝統芸能について 

    ③上板橋第四小学校（増田学芸員） 

      実施日 令和４年１０月１１日（火） 

     会 場 上板橋第四小学校 

     対象者 ６学年１２人 

     内 容 旧川越街道の歴史 

    ④國學院大學（細樅学芸員） 

     実施日 令和４年１２月１２日（月）・１２月１３日（火） 

     （オンライン録画配信 録画日は１１月２９日（火）） 

     対象者 講義「博物館教育論」受講者１６０名 

     内 容 板橋区立郷土資料館の教育普及活動の事例について 

    ⑤大正大学（細樅学芸員） 

     実施日 令和４年１２月８日（木） 

     会 場 郷土資料館 

     対象者 学生１２人 

     内 容 博物館における職務の実際、資料収集及び保管、展示等の実態（展 

         示室、収蔵庫等の見学をしながら解説） 

    ⑥淑徳大学（増田学芸員・四戸学芸員） 

     実施日 令和４年１２月１６日（金） 
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     会 場 郷土資料館 

     対象者 １年生 ２３人 

     内 容 地域博物館の現状と課題（収蔵庫等の見学も含む） 

    ⑦いたばしグリーンカレッジ（増田学芸員） 

    実施日 令和 4年７月２９日（金） 

    対 象 いたばしグリンカレッジ受講生 午前 53人、午後 61人 

    内 容 板橋の歴史と文化財について 

（９）職場体験学習受入事業 

        実施状況  受入数・1校、3人 板橋五中（１日間） 

（10）区内小中学校団体見学受入事業 

    実施状況 受入数・９校、のべ 659人【令和４年 12月末現在】 

          ６月１６日（木）緑小 ４学年 62人 引率者４人 

         ７月８日（金）高島六小 3学年 70人 引率者 5人 

         7月 28日（木）志村四中 特別支援 24人 引率者 6人 

         １０月１９日（水）板橋一小 3学年 ８５人 引率者６人 

         １０月２０日（木）緑小 ３学年 ４６人 引率者４人 

          １０月２５日（火）蓮根二小 ３学年 ９７人 引率者８人 

          １１月２２日（火）若木小 ３学年 ７８人 引率者５人 

          １１月２４日（木）志村一小 ３学年 ６９人 引率者４人 

          １１月２５日（金）前野小 ３学年 ７８人 引率者８人 

（11）他課等連携事業 

     ①ぐるっと板橋スタンプラリー（くらしと観光課主催） 

     期  間 ９月２８日（水）～令和５年１月１８日（水） 

    ②渋沢栄一スタンプラリー（くらしと観光課主催） 

     期  間 １１月２日（水）～令和５年１月９日（月） 

    ③区制９０周年施設特別キャンペーン（政策企画課取りまとめ） 

     日  程：１０月１日（土）・２（日） 

     内  容：クイズラリー参加者先着９０名にオリジナルクリアファイルを 

          プレゼント。 

     参加者数：５２人 

（12）図録等頒布事業【令和４年 12月末現在】 

    延べ冊数 1,313件 

    売上金額 991,130円 

 （13）古民家屋根等改修工事 

    工事期間 １０月２０日（木）～１２月１３日（水） 

    工事内容 古民家屋根の差し茅、外壁の補修 

    そ の 他 工事期間中、古民家、納屋、井戸などの見学中止 

 

 

 

６  新型コロナへの対応 
  令和４年９月８日に博物館における新型コロナウィルス感染拡大ガイドライン 

 が改定され制限が緩和された。 

  当館においては、１０月４日（火）以降、以下の通り対応を変えた。 

 ①いたばしナビの再開 

  １階展示室内のタッチパネル、いたばしナビを再開した。 

 ②図書コーナーの再開 

  １階展示室内の図書コーナーを再開した。 
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 ③団体の入場制限の緩和 

  概ね１フロア１０人程度でお願いしていた団体客の入場制限を、概ね１フロア 

  ２０人程度に緩和した。 

 
  今後、マスクの着用ルールの変更、新型コロナの５類移行などにより、再開等 

 の検討の必要があるものは以下の通り。 

  ・マスク着用への協力依頼の撤廃 

  ・触る展示等において、手指の消毒等が必須ではなくなった場合、ワタシガタリ 

   展示、社会科見学時の火吹き・石臼体験の再開。 

  ・団体客の入場制限の撤廃 
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令和５年度 事 業 計 画 

 

１ 展示事業 
（１）常設展示 

     令和５年 4 月１日（土）～ 令和６年３月 31日（日） 

 （２）収蔵品展「煎茶にしませんちゃ？」 

      令和５年４月 22日（土）～７月９日（日） 

（３）板橋区史跡公園（仮称）整備準備展覧会シリーズ Vol.2 

   「工都 印刷産業―伝えると残す―」@郷土資料館 

    令和５年 7 月 21日（金）～９月 10日（日） 

（４）企画展「震災後 100 年 いたばしの現代化」 

    令和５年９月 30日（土）～12 月 10日（日） 

（５）特別展「いたばしの富士山信仰―富士講用具を中心に―」 

    令和６年 1 月 20日（土）～3月 17日（日） 

（６）ミニ企画展 

    館蔵浮世絵展 ２～３か月毎に入れ替え 

 （７）コレクション展 

  ①トプコン展示室リニューアル記念展 

   「板橋と光学 番外編 東京光学の光学製品」 

         令和 5年 1 月 31日（火）～4月 23日（日） 

   ②「木彫刻 佐藤昌月展」 

     令和 5年４月 25日（火）～8月 20日（日） 

   ③「戦国を変えた火縄銃」 

         令和５年 8 月 22日（火）～12 月 17日（日） 

     ④「お江戸いたばしの文人たち」 

     令和５年 12 月 19日（火）～令和６年 4月 21日（日） 

   

 

2  館外展示教育普及事業 
（１）板橋の平和展「パネル展」 

   ①区役所本庁舎（令和５年 8月） 

②赤塚支所（令和５年 8月） 

③イオン板橋ショッピングセンター（令和６年 3月） 

（２）いたばし観光センター展示品展示替え（令和５年 11月頃） 

（３）区民まつり「武者行列」         

令和５年 10 月 22日（日）予定 

（４）農業まつり「武者行列・郷土資料収蔵資料展示」         

令和５年 11 月 11日（土）予定 

（５）赤塚梅まつり「武者行列・鎧着付け体験等」 

      令和６年 3 月  

 

 

３ 古民家年中行事 
（１）端午の節句（4～5月） 

（２）七夕まつり（7月） 

（３）お月見（9～10 月） 
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（４）マユダマ飾り（1月） 

（５）ヒナマツリ（2～4月） 

  

 

４  郷土資料館講座 
（１）文化講座  

①「夏休み子ども教室」（8月予定） 

 ※各学芸員がそれぞれ講座を企画し、開催する。 

②「古文書講座・中級４日間」（1月下旬～３月頃予定） 

（２）兜つくり教室 

 ①孫や子に贈る兜つくり教室（４月～５月頃予定） 

 ②親子兜つくり教室（７月予定） 

 

 

5  その他の事業 
（１）鎧着付け体験（5月） 

（２）勾玉つくり体験（7～8月） 

（３）夏休み自由研究相談（7～8月） 

（４）館内クイズラリー（7～8月） 

（５）自主研究支援（通年実施） 

（６）収蔵資料貸出事業（通年実施） 

（７）博物館実習生受入事業（９月） 

（８）博物館実習関連団体受入事業（通年実施） 

（９）職場体験学習受入事業（区内中学生対象・随時実施） 

（10）区内小中学校団体見学受入事業（区内小中学校対象・随時実施） 

（11）他課連携事業（随時実施） 

（12）図録等頒布事業（通年実施） 
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企画・特別展等 企画書 

展 示 名 収蔵品展「煎茶にしませんちゃ？」 

趣   旨 

中山道板橋宿平尾の脇本陣豊田家は、代々平尾の名主兼板橋宿の問

屋を務めた家です。この豊田家より伝わった資料群は、平成 9年（1997）

3 月に「脇本陣豊田家資料一括」として区の有形登録文化財として登

録されています。 

豊田家の資料の中でも、とりわけ異彩を放つ資料として煎茶道具が

挙げられます。幕末から明治時代にかけて名主を務めた豊田喜平治は、

煎茶道に造詣を持ち、鐵蕉の号を使い「鐵蕉茶寮」と呼ばれる茶室を

設け煎茶趣味に耽っていました。 

今回の展示では、豊田家から伝わった煎茶道具を中心に当館が所蔵

する茶道具・茶書を通して、平尾の名主が愛した煎茶道と煎茶を通じ

てもたらされた文化人の作品を紹介します。また、煎茶に関連し、板

橋区で見られる煎茶文化についても紹介します。 

会   期 

令和５年４月２２日（土）～７月９日（日） ６８日間 

※月曜休館（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館） 

開館時間：９時３０分～１７時００分（入館は 16時 30分まで） 

会   場 ２階企画・特別展示室 

観  覧  料 無料 

展示内容  

煎茶道具と茶書、書画 

椿椿山日記、椿椿山画「煎茶小集」 

他、館蔵の茶道具類や日本画 

関連事業  
展示解説（仮）、ワークシート「煎茶はどう茶？」、煎茶体験（仮）、

香りの展示「どれがどれ茶？」 

印 刷 物 ポスター、チラシ、パンフレット 

 



- 19 - 

 

企画展・特別展等 企画書（案） 

展 示 名 
板橋区史跡公園（仮称）整備準備展覧会シリーズ Vol.2 

「工都 印刷産業―伝えると残す―」@郷土資料館 

趣   旨 

工都展は、平成 26 年度から始まった史跡公園整備事業と調査研究の

成果を展覧会として公開することを目的に実施してきました。令和 3

～5 年度まで 3 ヵ年にわたり、板橋区立中央図書館を会場とした展示

を中心に、講演会をはじめとした関連事業を実施することで、事業展

開を図っています。今回の展示は、令和 5 年 1 月に中央図書館で実施

した内容を中心に、会場の問題で出品が叶わなかった資料を補足しな

がら、区内の印刷産業を軸とした板橋の工業化を紹介するものです。

さらに、史跡公園内に所在する建物を模型や映像により復元し、その

歴史的変遷を紹介するものです。 

凸版印刷株式会社は、大正 12 年（1923）に発生した関東大震災を

きっかけとして、昭和 13 年（1938）に志村において国内最大規模の

印刷工場を建築しました。同社の歴史や変遷をたどることは、史跡公

園に始まる板橋の工業化や印刷産業の過去・現在・未来を紐解くこと

に繋がります。本展示を通じて、史跡公園への興味・関心を高めると

ともに、秋に実施する「震災後 100 年 いたばしの現代化」へつながる

序章に位置づけます。 

会   期 

令和５年７月２１日（金）～９月１０日（日）４５日間 

※月曜休館（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館） 

開館時間：９時３０分～１７時００分（入館は 16 時 30 分まで） 

会   場 郷土資料館 ２階企画・特別展示室 

観  覧  料 無料 

展示内容  

① 工都の素地 

② 凸版印刷板橋工場 

③ 新しい「伝える」と「残す」 

④ 日本大学生産工学部との共同研究（史跡の復元展示） 

関連事業  展示解説（３回）、講演会 

印 刷 物 ポスター、リーフレット（8 頁） 
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企画・特別展等 企画書 

展 示 名 企画展「震災後 100年 いたばしの現代化」 

趣   旨 

大正 12 年（1923）に関東大震災が発生してから、令和 5 年

（2023）で 100年になります。関東大震災の発生とその「復興」を

きっかけに、いたばしの街がどのように変わってきたのか。街並みや

暮らし、産業の変化などから、今日につながる「いたばしの現代化」

の様子を取り上げます。 

震災後の復興計画において帝都の範囲拡大が謳われ、建物や施設の

郊外への移転が進みました。それに伴い、板橋区域内には住宅が増え、

住環境の整備や人口増へとつながりました。産業分野では、志村地域

が工業地帯に指定され、田畑が広がっていた風景に工場の煙突が建ち

始めます。昭和初期、志村には多数の工場が進出し、工都板橋を牽引

するとともに、地域の戦後復興を支えることとなりました。 

震災後のあゆみをたどることで、現在の街並みを形作ってきたいた

ばしの歴史とその魅力をご紹介します。 

会   期 

令和５年９月３０日（土）～１２月１０日（日） ６２日間 

※月曜休館（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館） 

開館時間：９時３０分～１７時００分（入館は 16時 30分まで） 

会   場 ２階企画・特別展示室 

観  覧  料 無料 

展示内容  

関東大震災発生時の日記、復興や記念を目的とした祈祷札や出版物、 

帝都復興計画に関する資料、志村地域の区画整理に関する写真、 

志村を拠点とした企業や工場の技術とその製品、 

理化学研究所板橋分所に関する資料、 

板橋区立中学校産業教育共同実習所に関する資料 他 

関連事業  展示解説（仮）、記念講演（仮） 

印 刷 物 ポスター、チラシ、図録 
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企画展・特別展等 企画書（案） 

展 示 名 特別展「いたばしの富士山信仰―富士講用具を中心に―」 

趣   旨 

 富士山は古来より信仰の対象とされました。江戸時代初期に長谷川

角行が富士山信仰を教義化し、その教えは弟子達に引き継がれていき

ました。特に、富士講中興の祖である食行身禄の分かりやすい教義は

庶民の共感を呼び、江戸を中心に多くの富士講が組織され「江戸八百

八講」といわれるほどになりました。 

 板橋区には、永田講、山万講、丸吉講などの富士講があり、富士山

への参詣を毎年盛んに行っていました。特に、永田講は食行身禄の弟

子である永田長四郎が、江戸時代に板橋宿を中心に組織したもので、

名門として知られていました。その後、昭和 41 年（1966）に解散とな

り、富士講用具類（23 種 70 点）は当館に寄贈され、区指定有形民俗

文化財となっています。 

現在、板橋区での富士講の活動は無くなってしまいましたが、その

歴史を語る資料は多数残されています。富士講用具を中心に展示し、

当時の板橋の人びとが富士山を信仰した姿をご紹介します。 

会   期 

令和６年 1月 20日（土）～3月１7日（日） 50日間 

※月曜休館（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館） 

開館時間：９時３０分～１７時００分（入館は 16時 30分まで） 

会   場 郷土資料館 ２階企画・特別展示室 

観  覧  料 無料 

展 示 内容 

1、富士山信仰とは 

【展示資料】掛軸：身禄曼荼羅、掛軸：冨士仙元大菩薩、富士詣の案

内記：富士山道知留辺 他 

2、描かれた富士山信仰 

【展示資料】浮世絵：富士山體内巡之図、浮世絵：富士講中双六 浮世

絵：大日本富士山絶頂之図 他 

3、いたばしの富士講 

【展示資料】永田講の信仰用具類：身禄系五行身抜、祭壇、三体仏、

小田原提灯、マネキなど（区指定有形民俗文化財）、鈴、行衣、山万講

の紙マネキ 、板橋区内の富士塚（氷川町氷川神社・赤塚諏訪神社・赤

塚氷川神社）の写真パネル 他 

4、江戸と江戸周辺の富士講関係資料 

【展示資料】祭壇、行衣 他 

関連事業 講演会（仮）、富士塚見学会（仮）、展示解説（仮） 

印 刷 物 ポスター、チラシ、図録（120頁程度） 
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ミ ニ 企 画 展  企 画 書（案） 

 

展

示

案 

展 示 名 いたばし浮世絵ものがたり 

会  期 通年 

展示概要  館蔵品の浮世絵を用いて、江戸時代以来のいたばしの魅力をお伝えし

ます。資料保存の観点から、2～3 か月ごとに展示替えを行います。各

回テーマを設定し、それに関連する浮世絵を５点程度展示します。 

〈テーマ案〉 

・お江戸いたばし（とその周辺）の名所 

・新藤楼の伊藤家資料の浮世絵 

・道中双六（中山道や加賀藩の参勤交代に関するものを含む） 

・季節の風景（桜、滝、紅葉、雪化粧など） 

・浮世絵のなかの動物たち（板橋宿の駱駝図を含む） 
 

 

コ レ ク シ ョ ン 展  企 画 書（案） 

 

展

示 

展 示 名 「木彫刻 佐藤昌月展」 

会  期 令和５年４月２５日（火）～令和５年８月２０日（日）１００日間 

展示概要 木彫刻の職人・佐藤昌月氏の作品を展示します。佐藤氏は、昭和 6 年

（1931）に福島県で生まれ、昭和 23 年（1948）に上京し、浅草で

彫刻の仕事をしていた兄の蔵治氏に 10 年ほど師事し、彫刻の技術を学

びました。その後、板橋区熊野町に移住し店を構え独立しました。平成

4 年（1992）に東京都伝統工芸士に認定、同 11 年（1999）には労

働大臣(現厚生労働大臣)表彰卓越技能賞(現代の名工)を受賞、さらに翌年

には黄綬褒章を受章しました。佐藤氏の技術の高さと木彫刻の魅力をご

覧いただく機会とします。 

 

展

示

案 

展 示 名 「戦国を変えた火縄銃」 

会  期 令和５年８月 2２日（火）～１２月１７日（日）１０２日間 

展示概要 当館が所蔵する武具甲冑コレクションのうち、甲冑・火縄銃を中心に

紹介します。戦国時代の戦乱の中、武士同士の戦い方を変えた火縄銃と

戦乱に応じて変化した甲冑の一形式である当世具足について注目しま

す。甲冑は、関谷コレクションから２領と過去に番組の撮影で火縄銃の

弾を貫通させた甲冑を展示し、当世具足と甲冑の強度を紹介します。火

縄銃は、国友筒や薩摩筒など様々な形式、分解した火縄銃を展示し内部

構造についても紹介します。 

 

展

示 

案 

展 示 名 お江戸いたばしの文人たち 

会  期 令和５年１２月１９日（火）～令和６年４月２１日（日）１０３日間 

展示概要  幕末から明治期にかけて、板橋宿を拠点に活動した文人に関する資料

を用いて、板橋宿における文化活動の一端を取り上げます。歌人である

雪廼舎（相沢朮）の短冊や稿本、区内の社寺の絵馬・扁額を手掛けたこ

とで知られる町絵師の柴左一の作品などを展示します。あわせて各人物

に関連する区内の文化財を紹介します。 
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 板橋区立郷土資料館運営協議会要綱  

(平成２８年３月２５日教育長決定)  

 

（設置）  

第１条 東京都板橋区立郷土資料館（以下「館」という。）の適正な運営を図る  

ため、板橋区立郷土資料館運営協議会（以下「協議会」という。）を設置する。  

（委員）  

第２条 協議会は、次の各号に定めるもののうちから、東京都板橋区教育委員会

（以下「教育委員会」という。）が委嘱する委員10人以内をもって組織する。  

（１） 学識経験を有する者  

（２） 住民の代表  

（３） 教育関係者  

（委員の任期）  

第３条 委員の任期は、２年とする。但し、再任を妨げない。  

２ 欠員が生じた場合の補欠委員任期は、前任者の残任期間とする。  

（会長の設置）  

第４条 協議会に会長を置く。  

２ 会長は、委員が互選する。  

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。  

４ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名した委員が、その職務を代

理する。  

（会議）  

第５条 協議会は、会長が必要に応じて招集する。  

２ 協議会は、館の運営に関し、教育委員会に対して意見を述べることができる。  

（その他）  

第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育委員会が定める。  

付則  

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 



【令和４年度】

番号 役　職 氏　　　　名 備　　　　　　考

もりた　きくお

森田　喜久男

なかの　きわ  　

中野　紀和

おぐら　じゅんいち

小倉　淳一

おちあい　ともこ

落合　知子

番号 役　職 氏　　　　名 備　　　　　　考

べっぷ　あきお

別府　明雄

めぐろ　さだお

目黒　貞夫

番号 役　職 氏　　　　名 備　　　　　　考

わだ　みきお

和田　幹夫

なかむら　よしお

中村　嘉男

番号 役　職 氏　　　　名 備　　　　　　考

ゆもと　たかし

湯本　隆

おおた　ひろあき

太田　弘晃

よしだ　まさひろ 　板橋区教育委員会事務局

吉田　 政博    生涯学習課　文化財係長

あかつか　ゆたか

赤塚　裕

ますだ　ゆき

増田　由貴

しのへ　なほ

四戸   菜穂

こうの　あやり

河野　彩里

ほそもみ　ゆうき

細樅　雄貴

11

　板橋区立志村第四中学校校長
　 板橋区立中学校教育研究会　社会科部長

7
　板橋区立上板橋第四小学校校長
　 板橋区教育会　社会科研究部長

12

(4) 事務局

9
　板橋区教育委員会事務局
　 地域教育力担当部長

　板橋区教育委員会事務局
　 生涯学習課　郷土資料館 館長

　板橋区教育委員会事務局
　 生涯学習課長

　大東文化大学社会学部教授

8

(3) 教育関係者

10

1 　淑徳大学人文学部教授

2

　いたばしまち博友の会名誉会長6

(2) 住民の代表

板橋区立郷土資料館運営協議会委員名簿

(１) 学識経験を有する者

3 　法政大学文学部教授

4 　長崎国際大学人間社会学部教授

副会長

会長

5 　いたばし武者行列保存会会長

14

15

13

　板橋区教育委員会事務局
　 生涯学習課　郷土資料館 学芸員

　板橋区教育委員会事務局
　 生涯学習課　郷土資料館 学芸員

　板橋区教育委員会事務局
　 生涯学習課　郷土資料館 学芸員

　板橋区教育委員会事務局
　 生涯学習課　郷土資料館 学芸員

16
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　単位　人

年　度 一　般 小中高生 合　計

平成2年度 37,168 18,676 55,844

平成3年度 52,525 22,541 75,066

平成4年度 44,713 17,617 62,330

平成5年度 37,171 19,752 56,923

平成6年度 33,738 15,009 48,747

平成7年度 36,487 16,836 53,323

平成8年度 34,863 13,719 48,582

平成9年度 34,558 12,355 46,913

平成10年度 37,018 12,259 49,277

平成11年度 34,913 10,229 45,142

平成12年度 33,100 10,862 43,962

平成13年度 40,280 9,953 50,233

平成14年度 43,114 10,952 54,066

平成15年度 51,675 12,785 64,460

平成16年度 49,470 14,756 64,226

平成17年度 50,745 15,619 66,364

平成18年度 47,377 14,542 61,919

平成19年度 44,293 6,798 51,091

平成20年度 50,903 6,473 57,376

平成21年度 45,160 7,921 53,081

平成22年度 43,861 7,615 51,476 令和４年度入館者

平成23年度 46,120 9,451 55,571 （令和４年１２月末現在）

平成24年度 41,427 6,682 48,109 一 般 小中高生 合 計

平成25年度 39,196 6,838 46,034 16,484 1,861 18,345

平成26年度 38,315 6,164 44,479

平成27年度 29,034 5,706 34,740

平成28年度 38,493 7,206 45,699

平成29年度 34,280 7,209 41,489

平成30年度 36,376 6,912 43,288

令和元年度 18,403 3,988 22,391

令和2年度 19,292 1,928 21,220

令和3年度 19,579 3,140 22,719

郷土資料館入館者数　年度別推移

※9.2～1.17展示再整備により臨時休館

※4.4～5.29新型コロナウィルス緊急事態宣言により臨
時休館
※4.27～5.30新型コロナウィルス緊急事態宣言により臨
時休館
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